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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和７年２月 28日  

 

 

小田原市議会議長 

大 川   裕 様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

             鈴木 和宏 

 

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和６年 11月５日（火曜日）午前９時 25分 ～ 午前 10時 45分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
鈴 木 和 宏 中 野 正 幸 鈴 木 敦 子 金 崎   達 

岩 田 泰 明 清 水 隆 男   

参加人数 16名（片浦小学校６年生児童 14名、担任教諭２名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・議員に対する質疑応答 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

 

【質疑】市で何かスポーツに特化した施設はありますか。公園などを増やす計画はありますか 

【回答】城山陸上競技場はラグビー、小田原アリーナは湘南ベルマーレフットサルクラブのホームになっていま 

す。市は公園を増やすというよりも今あるものを充実させる方向性です 

【質疑】地区のバスの本数が減っていますが、何か話し合っていますか。誰に意見を届ければよいですか 

【回答】年に数回、片浦地域の交通を検討する話し合いをしています。自治会長に意見を届けると良いと思いま

す 

【質疑】小田原駅前の図書館が新しくきれいで、他の図書館も同じようにきれいだともっと行きたくなると思っ

ています。他の図書館をさらにきれいにしたり、充実させたりする計画は何かされていますか。 

【回答】図書館は近年、整備、新設の計画はないです。個々は修繕改良を逓次実施しています 

【質疑】議員の報酬はいくらですか 

【回答】議員の報酬は、月額 47万５千円です 

【質疑】議場内の時計の文字盤には数字が書いていませんが、なぜですか 

【回答】時計の文字盤に数字がないのは、時間を視覚的にとらえやすいからと考えています 

【質疑】朝の議員のルーティーンはどうなっていますか 

【回答】本会議や委員会などでは開催時間が決まっています。本会議や委員会以外においても、議員の諸活動と

して計画的に努めています 

【質疑】市議会ではどのくらい長い時間話し合うのですが 

【回答】本会議、委員会、予算・決算など会議体や議案によって様々に違いがあります。話し合いが一日かかる

ことや、半日かかることなど様々です 

【質疑】公共施設のトイレがもっときれいだと使うときにうれしいです。そうした設備について話し合いは行わ

れていますか 

【回答】トイレがきれいだと、きれいに使われるので、古い設備は替えていきたいです。また、施設を造るにあ

たっても話し合いはしていきます。 

【質疑】通学路で通る商店街のシャッターが閉まっているお店が増えています。活性化するための取り組みはあ

りますか 

【回答】小田原市には多くの商店街があります。各地域で取り組みは違いますが、商店街活性化に向けて検討さ

れています 

【質疑】再開発とかマンションを建設する計画はありますか 

【回答】小田原駅西口の再開発が始まりました。東口の開発も開始しています。まちづくり委員会などでしっか

りと検討していきます 

【質疑】住んでいる地域によっては、商店がほとんどなく買い物をするのに車で出かけないといけない地域があ

ります。こうした地域でも暮らしやすいように何か取り組んでいることはありますか 

【回答】小田原市も大きな問題ととらえています 

【質疑】安全に暮らすために、まちの防災設備をさらに充実させてほしいです。まちの防災について、何か具体

的に話し合われていることはありますか 

【回答】土砂災害、地震、洪水、対策を各種取り組んでいます。デジタルの活用（川の水位）など、国や県と連

携して取り組んでいます 

【質疑】大雨がありますが、どのようなことを考えていますか 

【回答】今後、気象と対応した取り組みが必要だと考えています。熱中症も含め、道路や避難所の改善、意識の

啓発も必要だと考えています 


